










イ 事業内容

③調査票回収結果：調査対象１１３薬局中９４薬局より調査票回収
２）「結核患者服薬支援（DOTS）」

①医療機関とのDOTSカンファレンス

【四日市社会保険病院】 １２回

日 時：定例実施 毎月第１月曜日 午後３時～

場 所：四日市社会保険病院

参加者：四日市社会保険病院 結核担当看護師 外来看護師

桑名・鈴鹿・四日市市保健所結核担当保健師

対象者：四日市社会保険病院に結核にて入院中及び退院後の患者

検討実人数   １６名（延べ３５名）

地域DOTS報告実人数 １２名（延べ６４名）

地域DOTS終了報告人数  ３名

【三重中央医療センター】 １回

日 時：新規患者入院時実施 平成２３年５月１９日（木） 午後４時～

場 所：三重中央医療センター

参加者：三重中央医療センター 結核病棟看護師長、担当看護師、薬剤師、

ケースワーカー

桑名・津・伊賀・松阪保健所結核担当保健師

対象者：三重中央医療センターに結核にて入院中の患者

検討実人数  １名（延べ１名）

地域DOTS報告人数 １名（延べ１名）
②ＤＯＴＳ支援

１）新規登録患者の内、訪問あるいは所内面接を実施した者 ６４名
２）登録患者で訪問および所内面接DOTS支援の実施

継続訪問あるいは所内面接を実施した者    １６名（延べ５５回）
３）連絡確認ＤＯＴＳ支援 対象者 ：１６名（延べ７５回）

ウ 成果

エ 今後の課題と２４年度の計画

２）医療機関と地域との連携のもと、ＤＯＴＳを推進し服薬支援体制を整備する。

①調査目的：現時点での結核患者への服薬支援の状況の把握、服薬確認療法（DOTS）
の啓発につなげる。

１）結核に関する知識の普及と地域ＤＯＴＳ支援に関する理解を深めるため、管内薬剤師
会に働きかけ、研修会等を行うことにより、結核対策の強化を図る。

調剤薬局対象の調査（回答薬局数９４）では、ＤＯＴＳについて知っている薬局は２
３．４％、ＤＯＴＳ支援のための服薬手帳について知っている薬局は２．１％と、抗結核
薬を調剤したことのある薬局４５．７％に比して低い率であることがわかった。

一方で抗結核薬を服用する患者への地域ＤＯＴＳへの協力をしてもよいとの回答が７０
箇所（７４．５％）の薬局から得られ、また「服薬確認は治療上最も重要だと思いますの
で、ぜひ協力させていただきます。」「治療効果が上がるので、もっと推進してよいと思
う」など今後の取り組みへの積極的な意見が得られた。

このことを踏まえ、今後必要な対応として薬剤師会の勉強会などさまざまな機会を活用
し説明することで、結核対策や服薬手帳と薬殻確認といったＤＯＴＳの理解を深め、支援
者を広げていく必要性が把握できた。

ＤＯＴＳ支援については、入院時から本人に面接を行うことで信頼関係を築くことがで
き、また、定期的にＤＯＴＳカンファレンスを開催することにより、医療機関と保健所間
の連携強化が図られた。

②調査対象：桑名保健所管内調剤薬局

１）桑名保健所管内の調剤薬局を対象とし、服薬確認療法（DOTS）に関する調査を
実施。

３）老人（高齢者）福祉施設職員や社会福祉協議会等で働く職員に対し、正しい結核知識
の啓発を行うことにより結核患者を早期発見し、施設内集団感染を未然に防ぐとともに
DOTS支援への理解を得る。
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